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2025年（令和 7年）3月 2 0日
●＜ろん・ぽわん＞未確認飛行物体 続々

●選書の法則：Ｓ. Ｒ. ランガナタンからの

            187 のメッセージ(29)

　猛暑だけではない。異常気象は冬も日本列島を

襲う。猛烈な寒波に、あきれるほどの豪雪。各地

では、こんなの初めてだ、の声があがる。

　だが雪国の冬には厳しいながらも穏やかで美し

い日々もあった。「かた雪かんこ、しみ雪しんこ」

「キック、キック、トントン。キック、キック、ト

ントン」。宮沢賢治のデビュー作と言われる童話

『雪わたり』（福音館書店／1969年初版／2023年第

39刷）に登場する楽しげでリズミカルなこのフレ

ーズは、繰り返し繰り返し読者の子どもたちの脳

裏に焼き付けられる。表紙に描かれた手足がぴん

と伸びた兄妹の姿は愛らしく、そして行く手には

楽しい出会いが待っているかのようだ。

　絵を描いたのは堀内誠一。主人公の四郎とかん

子そしてきつねの紺三郎の物語。ドカ雪で閉ざさ

れっぱなしの日々だけではなく、かつては静かで

美しく雪に覆われた月夜があり「こんなおもしろ

い日
ひ

が、またとあるでしょうか。いつもは歩
ある

けな

いきびの畑
はたけ

の中でも、すすきでいっぱいだった野
の は ら

原

の上
うえ

でも、すきな方
ほう

へどこまででも行
い

けるのです。

平
たい

らなことはまるで一
いち

まいの板
いた

です。そしてそれ

がたくさんの小
ちい

さな小
ちい

さなかがみのようにキラキ

ラキラキラ光
ひか

るのです。」日中に融けた雪が夜にな

ると冷え固まり太陽が昇るまでの間に雪の上を歩

けるようになる雪わたりだ。四郎とかん子には、

賢治その人と妹を重ねているのだろう。

　アートディレクター、グラフィックデザイナー、

エディトリアルデザイナーと称される堀内誠一だ

が、実は百点以上の絵本や挿絵の作品を残してい

る。『雪わたり』の3年後にはパリに渡り、まもな

く家族を呼び寄せた。広範囲にわたる雑誌の仕事

の傍ら、週末には絵本の仕事に没頭していたとい

う。様々な画材を駆使して画風も変えて試しなが

ら表現の幅を広げていく。パリで暮らしているこ

ろに、長女に画材の調達を頼むエピソードには、

彼の情熱が垣間見える（『父・堀内誠一が居る家 

パリの日々』堀内花子 著／カノア／2024年）

（「ほぼ日刊イトイ新聞」https://www.1101.com/

horiuchi/2017-01-04.html ／ https://www.1101.

com/horiuchi/index.html）。

　手許の絵本の奥付をのぞいてみたら『ぐるんぱの

ようちえん』（西内ミナミ　さく／堀内誠一　え／

福音館書店／1966年第1刷／2025年第172刷）、『たろ

うのおでかけ』（村山桂子　さく／堀内誠一　え／

福音館書店／1966年第1刷／2025年第121刷）とあ

る。他にもたくさんある。こんなに刷りを重ねて読

み継がれる絵本の数々を堀内誠一は残してくれた。

　安野光雅は「船乗りのようなあの帽子と、船員

服に着替えた彼は、ノルマンディーのどこかの港

で、わたしたちの来るのをきっと待っているに違

いない。」と追悼している。（『パリからの手紙』（日

本エディタースクール出版部／1980年）（埜村太郎）
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ランガナタン（以下「ラ」）：前回は第一法則くんか

ら第五法則くんまでの主張をそのまま受け取ると、

各法則の言い分の対立や矛盾が出てくるということ

を紹介した。試みに第一ラウンド（第一法則くんと

第二法則くん）、第二ラウンド（第二法則くんと第三

法則くん）、そして第三ラウンド（第三法則くんと第

四法則くん）まで、選書論を戦わせてもらった。

第一法則くん（以下「一」）：トップバッターで第二

法則くんとやりあいましたが、お互いなかなか議論

が平行線で激闘でしたね。

第四法則くん（以下「四」）：おれっちなんか第三ラウ

ンドで第三法則の兄貴とやりあっちまって、最後はも

う人格否定みたいになってきつかったっすよ、師匠！！

ラ：うむ。そうだな。第三ラウンドは、もう痴話喧

嘩だったな。どのラウンドも決着がつきそうに無い

ということになった。そこで儂は解決案を提示した。

第二法則くん（以下「二」）：それが共通の敵に攻め

させるという方法ですよね？

ラ：そうだ。争っている2人に、共通の敵が攻めてく

ると一旦休戦となり、共同で立ち向かうということ

を活かそうと提案した。

第三法則くん（以下「三」）：で、最初は「図書館の

収容量と職員の処理能力」という軍団を差し向ける

という話でしたよね？図書館の収容量には限りがあ

る、限界があるのだから自ずと和解の着地点が見え

てくる・・・という説明でしたが、今回是非詳しく教

えてください。

ラ：うむ。では皆のもの聞いてくれ。

〇第一の刺客：「図書館の収容量と職員の処理能

力」軍団

ラ：では第一の刺客である、「図書館の収容量と職員の

処理能力」軍団（以下「第一軍」）くん、よろしく頼む。

第一軍：行軍止め、攻撃準備！第一目標、図書館の

収容量！！攻撃開始！！！

一：うわわわわ、図書館の収容量が一杯だ！

二：新しい図書館も多かれ少なかれ30年も経つと書

棚が一杯だ！これでは選書ができないっ！？

第一軍：選書の余地が無くなるくらい、攻撃を続行

するのだっ！

一：折角予算がついて選書しても、購入本を入れる

スペースが無いぞ！？これでは利用させることがで

きない！

二：館内に書棚を増築しても、そのせいで資金が枯

渇してしまい、今度は資金不足で選書ができない！？

ラ：これで目論見通りだ。どうだ？これでは第一法

則くんの「社会にとって良い図書を利用させるよう

に選書する。」という主張と第二法則くんの「利用者

すべての希望に寄り添う。」の対立は、そんなことを

言ってられなくなる。

一：その通りです。それにしても図書館によっては

一時的には予算を消耗するものの書棚の拡張が可能

でまた選書をじっくり吟味できますが、そもそも建

物の収容量が大きくない図書館は、拡張性が無いの

でもう限界です。

二：そうなると、選書する前に今ある図書の中で古

くなったものの除籍を考えなければなりません。

ラ：うむ、そうだ。そこでだ、図書館の大きさや性

格によって、第一法則くんと第二法則くんの主張の

選書の法則：
Ｓ.Ｒ.ランガナタンからの187のメッセージ (29)

吉植 庄栄

２９．五つの法則の内戦・中

『図書館選書論第2版』の内容を、ランガナタンがよく使

った架空の対談方式で紹介している。今回は前回から続

く法則達の内輪もめについて。五つの法則の主張のそれ

ぞれが他の法則の主張とぶつかり、それの解決法を考え

るところが見どころ！

【登場人物】

〇ランガナタン：図書館界のビッグスター、S.R.ランガ

ナタン(1892-1972)先生。前回から内輪もめの仲裁役を

務め中。

〇第一法則くん～第五法則くん：ランガナタンの著作

『図書館学の五法則』に出てくる各法則。前回から全員

集合して、各々の主張の妥協点を検証します！ 

〇第一軍団くん～第三軍団くん：ランガナタン先生が紛

争解決のために呼び寄せた刺客たち。各法則の争いに介

入して、和解を目指します！
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二：いわば、どこか妥協して選書しろということで

すか？

ラ：その通りだ。皆の主張は大事だ。しかし選書のス

ケジュール上、予算消化を優先して職員さんの作業量

の許容範囲で実施せねばならない。この間は、内輪も

めをしている場合ではないな。ちょっと悲しいが。

一＆二：了解しました！

ラ：うむ、うまくいったな、よしよし。さて次の軍

団を呼び寄せよう。

〇第二の刺客：「図書館の予算」軍団

ラ：図書館に十分な予算があれば、そもそも厳しい

眼で図書を選ぶ作業はしなくて良いのだ。お金さえ

あれば出版される図書の大半を機械的に購入する、

排架する書棚が無くなったら増設する。スペースが

無くなれば増築する。どんどん成長させれば良い。

第五法則くん（以下「五」）：うわぁぁぁぁっ！素晴

らしい！！永久に成長し続ける図書館！！！

ラ：そうだ、第五法則くんにとっては理想の図書館

だろう。予算が潤沢なのであれば、あとは市場に図

書が十分に流通していて、注文した時に品切れにな

ってさえいなければいいのだ。

二：調達できる図書の全てを購入かー！そうなれば

「すべての人にその人の図書を」の理念は達成できそ

うだなー。

ラ：しかしだ、現実はそうは甘くない。そこで、第

二の刺客である、「図書館の予算」軍団（以下「第二

軍」）くん、よろしく頼む。

第二軍：さあ、わが軍団は各法則をびっちり包囲し

て兵糧攻めだ！予算をカットしてしまえ！！

二：えええええ！！予算が無くなってしまうと、選

書ができなくなってしまう！！

三：兄上は、将来この図書館を使う「すべての利用

者」のためにも選書するのだ！と息巻いていました

が、予算がカットされてしまえばそんなことを言っ

てられませんね。

二：ぐぬぬぬぬ。無念だが第三法則くんの言うよう

に、残された予算の中で結局、現在の利用者のため

に絞って選書せねばならないのか！？

三：おのずと私の言い分「すべての図書にその利用

者を」から導かれる、「今、目の前に居る利用者が手

どちらを尊重するか、もっと言えば妥協点が見える

のではないか？

一＆二：なるほどー！

ラ：この教訓から言えることは、空間に限りがある

図書館は、第二法則くんの主張である、利用者さん

の欲しい図書を入れていくことに留意すること。書

棚の拡張で収容量を増加させられる図書館は、第一

法則くんの主張である利用させたい図書を置くこと、

というようなことが考えられるな。

一：納得です。これでうまく棲み分けられますね。

二：これで解決だ、良かったー！

第一軍：再度攻撃開始！目標、職員の処理能力！打

てー！

二：あわわわわ！また来たっ！

一：今度は職員ってどういうことっ！？

ラ：収容量だけではなく、選書は職員の処理能力も

大事な要素である。収容量が解決しても、選書に関

わる職員が少なかったり、或いは忙しくて時間を割

くことができなかったりすれば、第一法則くんも第

二法則くんもその主張を言っている場合ではなくな

るのだ。

一：確かに、我々の主張に従って職員さんが選書す

るのが前提ですよね！？

二：その職員さんが少なかったり居なかったりした

ら、そもそも我々の主張の戦いどころではないです。

ラ：そうなのだ。特に厳しいのが、突然予算が追加

された時だ。それも会計年度で決算をしなければな

らず、3月末までには使い切らないといけない巨大な

追加予算だな。

一：あー、心が痛い！図書館員さんは、年度末まで

に予算を消化しきれないと、つらいですね！？

二：使い切れないとその図書館員さん、無能者の烙

印を押されてしまうし、処理できなかった図書館の

信用は失墜しそうです。

ラ：うむ。これって大なり小なり毎年繰り返すよね。

以前、第三法則くんのくだり（439号18．第三法則と選

書・下）でも触れたが、会計年度という考え方は、選

書業務を雑にして、各法則くんの主張を台無しにする。

一：なるほど。しかしこの話を蒸し返すとは、つま

り会計年度を意識すると、内輪もめどころではない

ということですか？ 
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に取る図書を選書しよう！」の主張の方に軍配が上

がりますね！

ラ：そういうことになる。しかし、第一の刺客のく

だりで述べたように、書棚を増やすことができ、収

容量を確保することが可能で、選書作業に専念でき

る司書さんを確保できる予算がある図書館は、第二

法則くんの言い分である「将来の利用者さんが求め

る図書」のことを考慮する余地は大きい。つまり、

悲しいけどすべては予算なんだよね。

二：なるほど！ここでも言えますが、予算規模の大

きな図書館と小さな図書館とで選書の考えがまた棲

み分けられるということですかね？

ラ：その通りだ。

三：私の考え、つまり今、目の前に居る利用者が欲

する図書を絞って入れていくという考え方は、どち

らかというと予算規模の小さい図書館に適応できる

ものなのですね。

ラ：うむ、分かってくれたようだの。今回もうまく

いった、よしよし。さて次の軍団を呼び寄せよう。

〇第三の刺客：「資料管理の工夫」軍団

ラ：前回、第三法則くんと第四法則くんは、ベスト

セラーの副本問題で議論をした。しかし最後はお互

いが罵りあいになってしまったな。この喧嘩は非常

にデリケートなので、ここが今回の正念場だな。

四：いやあ、前回はちょっと第三法則の兄貴に言い

過ぎた気もするけど、思い出すとやっぱりだんだん

腹がたってきやがるぜ。

三：それはこっちのセリフです。希望者が多いのだ

から同じ本を大量に買えば良いって、とっても短絡

的ですよ！

四：なんだとぉ！言わせておけば図に乗りやがっ

て！！大体、てめーって奴は・・・

ラ：ほら、もうやめんか。おーーい！第三の刺客で

ある、「資料管理の工夫」軍団（以下「第三軍」）く

ん、はやく攻撃を開始してくれー！

第三軍：了解です！うちの切り札「作家さんの権利」

砲を両陣営に向けて発射！！

三＆四：うわーー！

四：聞いたところによると、図書館がベストセラー

を大量に購入して貸し出しているから、作家さんの

印税が減収になっちまったんでは？という問題は、

出口の見えないとても深刻な問題らしーじゃねーか！

三：おっと！大変なことになってしまったよ。みん

なの味方である図書館が、作家さんの敵になってし

まう！前回紹介した東野圭吾さんの『クスノキの女

神』だけど、4か月経って予約が621人から545人に減

ったのは良いのだけど、まだ500人も居るよね！？25

冊も買っているのに

四：これまでのやり方では、焼け石に水じゃねーか、

4か月で100人も減ってないぜ、べらぼうめ。しかし

おいらの提案の600冊くらい買えばいいぜ！てなこと

をもしあん時にしていたら、今の時点で約50冊は死

蔵されているって寸法だ。こいつはやべーな。恥ず

かしすぎて家から表に出て行けねーや。

三：おまけに、全国でこのように25冊も副本を各自

治体の図書館で選書していれば、作家さんに責めら

れても弁解しにくいですよね。

四：いってーぜんてー、どうすりゃいいんだ！？

第三軍：よし、頃合いを見て停戦交渉だ。両陣営に

「ベストセラーは、既定の貸出期間ではなく、一夜貸

しという制限をかけることとする。予約が僅少にな

ったらこれを解く。」という和解案を提示するのだ。

三＆四：なるほど！それならこんなに予約者が増加

しない！

ラ：第三軍くん、お見事だ！いい仕事をしてくれた！

これも以前紹介した話だが、第二法則くんには実は

双子の兄弟が居てな、「図書は、すべての人のもの」

くんと言うのだ（386号10．第二法則と選書・上）。

この法則くんに言わせると、この『クスノキの女神』

という25冊の図書は、みんなのものなのだ。で、皆

の共有財産を多くの人に読んでもらいたいと考える

なら、1人1人の貸出期間を短くすれば良い。

仙台市図書館 OPAC の『クスノキの女神』所蔵情報画面(R7.2.25)
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三：なるほど！これで副本問題は解決ですね。そう

いえば筆者さんがインドの大学図書館の見学に行っ

た時、教科書コーナーは学生の取り合いだったこと

に驚いたそうです。

四：おれっちもその話、聞いたことあるぜ。貸出期

間が一晩であり、翌朝には返却しねーといけねーん

だってね。

ラ：うむ、そうすることで多くの大学生が教科書を

共有しているのだ。大学図書館では世界的によく見

る話ではあるが、日本の公共図書館にも導入すると、

この問題は解決しそうだ。

四：まあ仕方ねーな。一晩で読み終わらなくて、も

っと読みたかったらまた借りるか、いっそのことも

う買えば良いんだよな。

三：そうですね。図書館で借りた図書をちょっと読

んだ結果、更に読みたくなって買う人が増えれば、

作家さんにも良いですよね。

ラ：うむ、分かってくれたようだの。今回もうまく

いった、よしよし。

三＆四：和解できて良かった！第三軍団くん、あり

がとう！

ラ：ということで、今回も紙幅が尽きて来た。次回

は更に刺客を送り込むので、皆の者よろしく。

（よしうえ　しょうえい：東北学院大学文学部）

https://www.sinfonica.or.jp/kanko/estrela/est202503.html
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https://www.minervashobo.co.jp/book/b652309.html

